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１．法人名等

法人名

法人代表者

担当部署

お問合せ先

２．「基本原則」及び「遵守原則」の遵守概況

３．遵守状況の確認フロー図

 soumu@gaines.hju.ac.jp

１．所管部署が遵守状況の点検を実施

２．経営会議にて審議・決定

３．ステークホルダーへ公開、私大連へ報告

令和３年度「私立大学ガバナンス・コード」遵守状況報告書

 学校法人広島女学院

 理事⾧ 中川 日出男

 法人事務局総務課

表紙（概要）



１．各「遵守原則」の遵守状況の説明

基本原則「１．自律性の確保」

 遵守原則１ʷ１ 教育研究目的の明確化、理解の獲得

遵守状況

基本原則「２．公共性の確保」

遵守原則２ʷ１ 有益な人材の育成

遵守状況

遵守原則２ʷ２ 社会への貢献

遵守状況

遵守原則の遵守方法に

係る説明 以下の取組等により、基本原則・遵守原則は遵守できていると考える。

〇社会連携・ボランティア活動の推進

・教育研究成果を社会に還元するため、様々な取り組みを地元企業及び

 官公庁などと実施している。また今後さらなる推進をすべく、2022年

 度からは新たに社会連携センターを立ち上げる予定にしており、引き

 続き社会の要請に応えていく。

①「遵守」

①「遵守」

①「遵守」

「基本原則」及び「遵守原則」の遵守状況（取組状況）の詳細等

遵守原則の遵守方法に

係る説明 以下の取組等により、基本原則・遵守原則は遵守できていると考える。

〇中期計画の策定及び各施策の実行

・建学の精神を踏まえ策定した中期計画に基づき、中⾧期の視点による

 ガバナンス機能の向上を図っている。各年度ごと重点項目の進捗状況

 を確認するとともに計画の修正を図るなど、PDCAサイクルを機能さ

 せている。

・中期計画及び単年度の事業計画・事業報告については、評議員会への

 諮問し、理事会へ上程することで客観性も補完しつつ学内外へ公表し

 ている。

遵守原則の遵守方法に

係る説明 以下の取組等により、基本原則・遵守原則は遵守できていると考える。

〇自己点検・評価及び内部質保証への取り組み

 ・建学の精神に基づく理想の教育機関を目指し、かつ社会的責任を

  遂行することを目的に学内に自己点検・評価委員会、内部質保証委

  員会を設置しており、教育研究の質を保証・向上させるため方策の

  立案、施策の実行を行っている。



基本原則「３．信頼性・透明性の確保」

遵守原則３ʷ１ 法令の遵守、社会貢献

遵守状況

遵守原則３ʷ２ 理事会による執行、監督機能の実質化、不正防止制度整備 

遵守状況

遵守原則３ʷ３ 積極的な情報公開

遵守状況

遵守原則の遵守方法に

係る説明 以下の取組等により、基本原則・遵守原則は遵守できていると考える。

〇理事の執行監督機能の実質化、内部監査室・内部通報制度の整備

・「学校法人広島女学院寄附行為」「学校法人広島女学院寄附行為

 施行細則」において理事会権限を明確にするとともに、内部チェック

 機能を高めるため内部監査室を設置している。

・内部監査室については、「内部監査規程」に基づき、監事・会計監査

 人と連携し相互牽制機能が働く有効な体制を整備している。

・コンプライアンスの強化を目的に内部通報制度を整備し、

 ウェブサイト上にも掲載している。

遵守原則の遵守方法に

係る説明 以下の取組等により、基本原則・遵守原則は遵守できていると考える。

〇監事機能の強化

・年度ごと策定した監査計画に基づき、理事会・評議員会に出席し、

 理事から業務の報告を聴取するとともに重要な決裁書類等を閲覧する

 などの監査手続きを実施している。

・会計監査人、内部監査室とも連携し業務状況をチェックするとともに

 役員と意見交換の場を設けるなど監事機能の強化を図る。

・年度終了後には監査報告書、監査意見書にて理事会・評議員会へ

 報告を実施している。

遵守原則の遵守方法に

係る説明 以下の取組等により、基本原則・遵守原則は遵守できていると考える。

〇情報公開規程に基づく積極的な情報公開

・「学校法人広島女学院情報公開規程」に基づき、法令上の項目に限ら

 ず教育内容や研究成果等について、幅広くウェブサイトや広報誌など

 を活用し情報開示している。

①「遵守」

①「遵守」

①「遵守」



基本原則「４．継続性の確保」

 遵守原則４ʷ１ 大学運営に係る諸制度の実質化、自律的な大学運営

遵守状況

遵守原則４ʷ２ 財政基盤の安定化、経営基盤の強化

遵守状況

２．追加事項

遵守原則の遵守方法に

係る説明 以下の取組等により、基本原則・遵守原則は遵守できていると考える。

〇寄附金募集事業の推進、危機管理体制の整備

・寄附金募集については、広報誌やウェブサイトにて広く周知するとと

 もにインターネットを活用した寄附手段を新たに設けるなど手段の多

 様化を図っている。また同窓会と連携し周年行事としての取り組みも

 実施している。

・危機管理マニュアルを策定し、学生・生徒・園児、教職員の安全確保

 に努めるとともに、地域との連携も図り地域住民の安全確保へも積極

 的に取り組んでいる。

遵守原則の遵守方法に

係る説明 以下の取組等により、基本原則・遵守原則は遵守できていると考える。

〇理事会、評議員会及び監事等の機能の実質化

・「学校法人広島女学院寄附行為」「学校法人広島女学院寄附行為

 施行細則」「管理者等の選任及び職務に関する規程」において権限と

 責任を明確にしている。

・理事会の下に経営会議を設置し、迅速な意思決定を行うとともに責任

 の明確化を図っている。

①「遵守」

①「遵守」


